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染色家・芹澤銈介の作品をはじめ，銈介

が集めた世界の工芸品を展示公開してい

る。隣接する登呂博物館（平成 22 年リニュ

ーアルオープン）も同じ登呂公園内にあり，

歴史や美術に親しむことのできるエリアと

なっている。

多くの小学校が遠足コースとして利用し

ているが，作品やコレクションの鑑賞を目

的に，学芸員による解説を実施するケース

も増えている。また，総合的な学習の時間

で，子どもたちが「地域」の情報を集める

際など，資料を提供したり，インタビュー

に応じたりしている。

静岡市立芹澤銈介美術館

との連携例

静岡市美術館

との連携例

開催中の展覧会ごとに、鑑賞教室「ミ

ュージアム教室」を実施。展覧会担当学

芸員が、参加者（幼・保～高校生のクラ

ス単位から）の年齢に合わせた展示解説

を行う対話型の鑑賞プログラム。作家や

作品の魅力を紹介しながら興味関心を引

き出し、自ら考えるよう促すことで、美

術が身近で楽しいものとなることを目指

している。併せて、美術館でのマナー理

解にも努めている。約 60 分(前半 30 分で

展示解説、後半 30 分で自由鑑賞)。希望

日 1週間前までに事前申込が必要。

由比本陣公園内にあり，浮世絵師・歌川広

重の作品を中心に収集・展示している。館内

は，「由比の自然と歴史」「東海道の宿場町

・由比」「広重と浮世絵の世界」の３つのテ

ーマ・スペースに分けられており，各スペー

スを利用し，美術や歴史に親しむことができ

る。図画工作・美術科の鑑賞，社会科や総合

的な学習の時間での調査学習など，多様な利

用に応じている。

東海道広重美術館

との連携例

写真は，館内に展示された中学生の共同

制作である。収蔵品は，江戸期から戦前に

かけての日本画や書が中心で，静岡にゆか

りのある版画家の作品もある。これらの作

品を展示する館蔵展のほか，企画展も催さ

れる。常設展示はないので，展示会のスケ

ジュールをチェックすることが必要であ

る。

駿府博物館との連携例




